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七尾西湾には、シギ類、チドリ類、サギ類、ガンカ
モ類の野鳥が多く観察される。
その他、周辺の湾岸や水田地帯では、コウノトリ、

ミヤコドリ、ユキホウジロ、ツナメガホウジロ等が観
察される。
野鳥愛好家や写真愛好家の方々にも絶好の撮

影スポットの一つとされている。

左より
○ウソ
（古くは人間が吹く口笛の事をオソと呼び、この鳥の鳴き
声が、口笛の様なことからウソとなった。）
○キセキレイ
（セキレイの仲間の鳥で胸から腹にかけて黄色いところか
らキセキレイの名がある。）
○キビタキ
（学名ナルシナ、英語ではナルシッカス・フライキャッ
チャー。ともに「水仙」の意味で人の目に鮮烈に映るかを
物語って名がある。）

（写真提供者　　井平　秀一　様）
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金 沢 本 部

青年部の今年の活動は 8 月 9 日に街路灯清掃と
エレキスクールを開催する予定でしたが、台風接
近に伴い安全面を考え街路灯清掃を中止しま
した。

エレキスクールのみでしたが、初めての開催で
もあり、以前から行っている加南青年部の方に
色々聞きながら、開催しました。マスコミ等にも
取り上げられご覧になられた方も多いと思い

ます。
第一部で「電気教室〜電気って何だろう?〜」

として電気の危険性や正しい使い方を教えること
ができました。クイズ形式も取り入れたおかげか
子供達も熱心に聞いてもらいました。第二部で

「工作教室〜LEDランプをつくろう〜」として、
パナソニック㈱エコソリューションズ社様の協力
を得て開催しました。子供たちには難しいところ
もあったようですが、付き添いのご両親も一緒に
なって作成していました。

今回初めて金沢・能登・加南の青年部が同一日
に同一の行事をしました。特に加南の青年部の方
には資料や運営方法などでご協力いただき厚くお
礼申しあげます。今後とも宜しくお願い致し
ます。

平成26年度  電気使用安全月間活動報告

エレキスクール
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「26年度電気使用安全月間運動」
金沢本部 青年部長

大　地　正　喜



金沢本部河北支部では、 7 月23日河北郡内灘町
白帆台街路灯清掃を行い、また、 8 月23日には、
白山支部が白山市内街路灯点検清掃を行いま
した。

7月23日　河北支部 内灘町白帆台街路灯点検清掃

8月23日　白山支部 白山市内街路灯点検清掃
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能 登 本 部

私達、能登本部青年部は、 8 月の電気使用安全
月間の活動として、新しい試みとして七尾市内の
小学生を対象とした「エレクスクールLED親子
工作教室」を 8 月 9 日（土）に行いました。元気な
4 ～ 6 年生18人が、熱心に工作しみんなで完成品
を比べ合って「これで、夏休みの工作にするわ。」
って言う子供も沢山いました。

また、「一人暮らし高齢宅無料配線工事」を 8
月29日（金）に行いました。

今年は、七尾市役所管内で行われ、不嶋七尾市
長をはじめ川畠本部長より出発式にて激励の言葉
をいただき、今回でこの活動も41回目を迎え、青

年部一同もボランティア活動が本当に伝統ある事
業であると再認し、改めて時の流れを感じま
した。

そして、工事件数22件を 3 班に分かれ無事配線
工事を怪我なく終了致しました。

各員は当日、猛暑にもめげずに大粒の汗を流し
ながらテキパキと作業を行っていました。

また、七尾駅前第二再開発ビル「ミナクル」健
康福祉部にて電気工事の無料サービス相談所を開
設し、 3 名の相談者が訪れました。

そして、毎年のように作業宅の方から多大なる
喜びと感謝のお言葉をいただき、ボランティア活
動の重要性と達成感が満ち溢れました。

エレキスクール 一人暮らし高齢宅無料配線工事

無料サービス相談所 一人暮らし高齢宅無料配線工事　出発式
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「�エレキスクール、�
一人暮らし高齢宅�
� 無料配線工事を終えて」

能登本部 青年部長

澤　井　孝　幸



加 南 本 部

電気使用安全月間の一貫として 8 月 9 日（土）に
能美市内の小学生を対象に加南本部青年部社会奉
仕活動「エレキスクールin能美市」を開催しま
した。

今年は、石川県の金沢・能登・加南の 3 本部、
同日開催となり、前半では、電気の安全な使い方
教室を行いました。子供たちも電気について興味
を示してくれたようで、電気の危険性や正しい使
い方などを教えられたことは有意義でありま
した。

後半は、パナソニック㈱のLEDの仕組みにつ
いて学び、LEDランプを作成しました。夢中に
なって作り始める姿を見て、主催者としてはこの
上なく嬉しい限りでした。特に、出来たランプを
一斉に点灯した時の子供たちの歓喜を聞くと、開
催してよかったと思えます。同日は台風の接近も
あって天候には恵まれませんでしたが、多くの子
供たちが参加し、楽しめたものと確信します。

今年の社会奉仕事業「エレキスクール」を開催
にあたり、大盛況のうちに終了出来ましたことを
加南本部並びに、青年部員のご協力に感謝いたし
ます。

今後も加南本部青年部社会奉仕事業の活動にご
理解、ご協力のほどよろしくお願い致します。

大型看板の設置
電気使用安全月間PR大型看板設置（加南本部

会館壁面）

広報活動

8 月 1 日〜31日
	 社有車ステッカー貼付広報活動
	 � （期間中19日間）
8 月 7 日	 道路クリーン作戦参加　電気使用安全

月間PR
◦加賀支部組合員　　参加者：12名
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「電気使用安全月間活動報告」

社会奉仕活動 
「エレキスクール」を開催して

加南本部 青年部
社会奉仕事業委員長　秋　山　和　也



8 月 9 日	 電気教室の開催「エレキスクールin
能美市」
◦能美市内児童63名参加
	 場所：寺井地区公民館
	 指導青年部員：17名
◦第一部　電気の安全な使い方や電気

の仕組み、節電について
◦第二部　工作教室　LED行燈製作

8 月 9 日〜10日
	 電気使用安全月間広報白山登山
	 台風11号により中止
8 月31日	 電気使用安全月間PRポスターコンク

ール� 応募作品　13点

講習会の開催、安全指導の実施
8 月 5 日〜28日
	 電気使用安全月間自主安全パトロール

◦期間中　実施回数 5 回
	 � 延べ参加者10名　14現場

8 月 7 日	 加賀支部組合員研修会� 参加者：11名
「�スポーツの力で石川をもっと元気に!

〜Jリーグのある街の魅力〜」
	 講師：�ツエーゲン金沢ゼネラルマネ

ージャー� 西川　圭史 氏

8 月21日	 組合員研修会　［北陸電力出前広報］
	 � 参加者：38名

「北陸電力グループの現状について」
〜志賀原子力発電所の現状他〜
	 講師：�北陸電力㈱小松支社長	

� 中田　一夫 氏
8 月23日・30日
	 第一種電気工事士筆記試験準備講習会
� 受講者：10名

◦ 8 /23〜10/ 4 � 7 回
	 講師：�北陸電力㈱	

多保田技術委員長
8 月25日・26日
	 災害疑似体験教育� 参加者：21名

	 主催：北陸電力㈱小松支社

▲最優秀賞
表　凛花さん（小松市立今江小学校5年）
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文化財等の電気設備点検
8 月 4 日	 電気使用安全月間　重要文化財点検
� 那谷寺

石川電気安全サービス
小松事務所の月間出発式

8 月 1 日	 石川電気安全サービスの月間PR活動
出発式
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平成26年度
電気保安功労者
表　　彰

■電気安全北陸委員会委員長表彰
○営業所の部

中京電設㈱

中 山　和 彦 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著な功績が
あったことが認められ、

中京電設㈱　代表取締役　中山和彦氏が受賞され
ました。心よりお祝い申し上げます。

同社は、昭和51年 3 月、石川県白山市鶴来本町
（旧　石川郡鶴来町日吉町）に於いて、中京電設
㈱を設立し一般用電気工作物・自家用電気工作物
の設計施工及び北陸電力㈱の引込線・内線工事施
工及びeドクターとしてその業務に従事するとと
もに、深夜電力及び200V機器の普及促進及び
200V配線の推進に力を注いでいる。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業を
最重点に掲げ、各種技術研修会や安全講習会に積
極的に参加するとともに、自社内においても自主
教育を実施する等不良工事及び災害防止に努めて
いる。この事に対し、北陸電力㈱をはじめ、北陸
電気工事組合連合会から表彰されている。

事業主である中山和彦氏は、平成14年 5 月から
は石川県電気工事工業組合金沢本部電気保守委
員、平成14年からは石川県電気工事工業組合金沢
本部引込線部委員として、平成25年からは石川県
電気工事工業組合理事（白山支部長）、総代に就
任し、金沢内線工事研究会委員として、旺盛な熱
意と卓越した指導力で組合の発展と組合員の指導
育成に尽力されている。今年 5 月には、地球温暖
化防止策としてのCO2削減へ向けての省エネ対応
機器のエコキュートをはじめエコ関連200V機器
の普及拡販に意を注ぎ、省エネ機器普及活動表彰

で、奨励賞を受賞するなど多くの実績をあげて
いる。

一方、地域においては、毎年実施している電気
使用安全月間行事での街路灯点検清掃をはじめ防
災井戸点検調査、防災無線点検調査をはじめ白山
市が行う海岸ボランティア活動にも積極的に参加
し石川県電気工事工業組合で実施している電気設
備の共同保守管理業務では、電気設備の保守確保
に精力的に取り組んでいる。さらに、地元の商工
会理事等として活躍されている。今後のご活躍
が、更に期待されるものであります。

○電気工事士の部

㈲向電気商会

向　 　良 雄 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著なもので
あるとのことが認めら

れ、㈲向電気商会　代表　向良雄氏が受賞されま
した。心よりお祝い申し上げます。

同氏は、昭和37年10月第二種電気工事士免状、
平成元年10月第一種電気工事士免状を取得。以来
電気工事士として、一般用電気工作物、自家用電
気工作物、北陸電力㈱の内線工事など多くの施工
に携わってきた。この間、電気事故は無く、施工
に当たっては関係法令を遵守し、絶えず技術力研
鑽に心がけ高品質な仕上げに、一般需要家、建築
会社、官公庁、北陸電力㈱などから信頼は高い。

社にあっては、従業員に電気保安確保に関する
教育を自ら講師となって実施。外部の研究会、研
修会には優先的に参加するなど電気保安の確保に
功績は大きい。地域の山中地区電気設備協力会で
は、会員に電気保安の技術教育を実施、山中温泉
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こいこい祭りでは露天商さんに臨時電気設備の安
全な使い方について教育・指導をしている。電気
工事組合では、地域電化サービス委員として電気
移動相談所の相談員、技術委員として電気工事士
講習会の講師を務めている。北陸電力㈱のｅドク
ター店でもあり、地域の電気設備に関する相談に
積極的に応えている。

各種表彰も受賞しており、電気保安関係では、
加南内線工事研究会での、施工コンクールで最優
秀賞・会長賞を受賞、シモアラ㈱の設備施工優良
社長表彰、安全関係では、加賀労働基準協会長表
彰、建災防加賀分会長表彰、石川電気安全協力会
小松地区本部長表彰などを受賞し他の模範となっ
ている。

地域では、昭和62年から山中町交通安全推進隊
（平成17年に加賀市と合併してからは加賀市防犯
交通推進隊に変更）員として、地域の防犯・交通
安全活動に貢献したとして平成23年に日本交通安
全協会より交通栄誉章緑十字銅章を受章。平成 4
年大聖寺警察署長より防犯活動に貢献したとして
感謝状を受賞、平成15年交通安全功労者表彰を加
賀江沼交通安全協会長より受賞。 また、平成 9
年 1 月、日本海沖で起きたナホトカ号重油流失事
故には、加賀市の海岸一帯の重油の徹去作業に 4
日間出動、地域社会の貢献も大変大きいものが
ある。

今後のご活躍がますます期待されるものであり
ます。

■中部近畿産業保安監督部長表彰
○営業所の部

㈱柚木商事

柚　木　　賢 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著な功績が
あったことが認められ、

㈱柚木商事　代表取締役　柚木賢氏が受賞されま
した。心よりお祝い申し上げます。

同社は、昭和44年 1 月金沢市本多町に於いて、
柚木商事を創業し、その後、平成 9 年 2 月に法人

組織に変更し現在に至っている。同社は、個人経
営の期間も含め、現在まで45年間の永きにわた
り、一般用電気工作物・自家用電気工作物の設計
施工及び北陸電力㈱のeドクター認定店として北
陸電力㈱の内線工事施工を行い、官公庁及び一般
需要家等で多くの工事実績がある。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業、
施工品質向上を最重点に掲げ、関係団体主催の研
修会や講習会に積極的に参加するとともに、自社
内においても自主教育を実施する等不良工事及び
災害防止に努めてきた結果、施工後の手直しや指
摘事項は皆無である。この事に対し、北陸電力㈱
社長をはじめ、電気安全北陸委員会長、北陸電気
工事組合連合会長等から表彰されている。また、
200V機器の普及促進及び200V配線の推奨や優良
安全配線の推進等に力を注ぎ、お客様設備の電気
保安確保に大きく貢献しており、金沢内線工事研
究会会長から優良事業所表彰、優良配線コンテス
ト優秀賞を受賞している。

事業主である柚木賢氏は、平成 8 年より平成10
年迄石川県電気工事工業組合金沢本部青年部長、
平成11年より平成13年迄北陸電工連青年部連絡協
議会副会長、石川県電気工事工業組合青年部長を
歴任し、平成21年からは、石川県電気工事工業組
合総代、金沢本部環境部長を務め地球温暖化防止
策としてのCO2削減へ向けての省エネ対応機器の
エコキュートをはじめエコ関連200V機器の普及
拡販に意を注ぎ、今年 5 月には、省エネ機器普及
活動表彰では、奨励賞を受賞するなど多くの実績
をあげている。また、オール電化フェアやオール
電化キャンペーンには、旺盛な熱意と卓越した指
導力で、実績を上げている。

一方、地域においては、電気使用安全月間行事
である井戸ポンプ設備点検、防災無線点検ボラン
ティア活動にも積極的に参加され、毎年行われて
いる電気使用安全月間行事での街路灯点検清掃に
参加している。石川県電気工事工業組合で実施し
ている電気設備の共同保守管理業務では、電気設
備の保守確保に精力的に取り組んでいる。また、
金沢市の「かなざわ災害時等協力事業所」に登録
し災害が発生した直後から、地域の一員として、
ボランティア精神を発揮し、防災活動に協力でき
るよう体制を整えている。今後のご活躍が、更に
期待されるものであります。
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○電気工事士の部

㈲沢野電気

澤　野　　優 氏

永年にわたり電気保安
確保に特に顕著な功績が
あったことが認められ、

㈲沢野電気　代表取締役　澤野優氏が受賞されま
した。心よりお祝い申し上げます。

同氏は、昭和58年 4 月より家業の沢野電気㈱の
電気工事業の現場業務に従事し、平成 8 年 2 月に
組織変更し㈲沢野電気を設立し代表取締役及び主
任電気工事士として電気工事業務に継続従事され
ています。

その間、昭和58年から現在までの31年間に亘り
一般用電気工作物並びに自家用電気工作物設計施
工また北陸電力㈱の内線工事施工者及びeドクタ
ー店として施工品質の高い工事を手掛け得意先は
勿論、一般需要家からも高い信頼を得ている。電
気工事の施工にあっては、当組合能登本部の永年
技術経営部員、技術経営部長として各種講習会講

師として指導的立場である事からも、関係法令の
順守は勿論、常に技術向上に努めている事から手
直し等の不良工事は皆無である。㈶電気工事技術
講習センターの第一種電気工事士定期講習の講師
として、平成19年度から23年度の 5 年間に亘って
能登地区開催時に受講者に講習指導されました。
又、当組合総代として広報委員、能登本部企画広
報部長として、「こうほう」の発刊に携わり、七
尾支部長、七尾班長就任時でも随時世話役会等を
企画開催するなど、組合員相互の融和にも努め、
組合員からの信頼も厚い。

関連団体の七尾内線工事研究会でも、平成16年
から幹事・委員の要職を歴任するなど、的確な判
断のもと他団体との融和と組合員との情報伝達に
も努められています。地域社会では、社会福祉に
深い関心を寄せ、永年公民館及び地区子供会行事
に精励されています。特に、公民館の館報の発刊
及び子供会の各種集い等の企画開催と七尾市港祭
りでの子供提灯行列の参加等で、社会福祉の増進
と融和、親睦に寄与して感謝されています。

今後のご活躍が更に期待されるものであり
ます。

− 9 −



�平成26年度（4/1～9/30）
◎給付の流れ ⇒	 事故発生から30日以内に組合へ事故発生報告書を提出。後日「給付金請求書

書類一式」を提出して頂きます。
◎加 入 費 ⇒	 年間売上高、対物限度額、免責金額の有・無により決定する。

No 本部 発生日 報　告
受付日 給付日 区分 内　　　容 支払金額

− 能登 12/26 2 /10 6 / 4 内線 街路灯工事で掘削作業中に、地下埋設の光中
継ケーブル管路を破損した。 3,779,195

− 金沢 2 /18 2 /25 5 /12 内線

応需工事で動力を接続し回転確認のためブ
レーカーをいれたところ、303号室の給湯
器が外れており、水道バルブを締めてなく、
水が流れ出し303、203、103号室が水浸し
となった。

4,671,692

− 金沢 3 / 6 3 /18 4 / 9 内線

外看板の蛍光灯取替工事でハシゴを立て蛍
光灯を交換、ハシゴを降りる際にバランス
を崩しハシゴが倒れ横に駐車していた車を
損傷させた。

40,634

1 金沢 2 /26 4 /17 6 /17 内線 雷害対策工事中、誤って弱電回路を短絡さ
せ計測機及び通信機器を破損させた。 2,328,912

2 金沢 6 /16 7 /11 8 /25 内線
オール電化工事の幹線張替中に中性線が緩
み200Ｖが流れ、機器を破損した。（ブルー
レイ、便座電源、電話機）

28,082

合計　 2 件（金沢 2 件、能登 0 件、加南 0 件） 外線 0 件、引込 0 件、内線 2 件（内誤結線 0 件） 

◎過年度給付状況
◇参考	 　　　　　　　　 件数　　　　 給付金額　　 支払保険料
	 平成19年度　　　 11件　　　　5,091千円　　　11,529千円
	 平成20年度　　　 14件　　　　9,651千円　　　14,577千円
	 平成21年度　　　 15件　　　 38,056千円　　　18,764千円
	 平成22年度　　　 16件　　　　5,203千円　　　18,677千円
	 平成23年度　　　　8件　　　　3,267千円　　　18,158千円
	 平成24年度　　　 13件　　　　9,963千円　　　18,226千円
	 平成25年度　　　 17件　　　　9,439千円　　　18,121千円

第 三 者 賠 償 制 度 給 付 状 況
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◇全日電工連グル－プ共済制度給付金
�　平成26年度（4/1～9/30）

№ 本　部 給付日 給付区分 給付金額 加入口数

1 能登 5 /30 入　院 694,500 5 → 2

2 金沢 6 / 2 死　亡 1,000,000 1

3 金沢 7 /10 死　亡 2,000,000 1

4 金沢 7 /10 入　院 10,500 1

5 能登 9 /10 死　亡 5,000,000 5

合計 5 件 （金沢 3 件、能登 2 件、加南 0 件） 死亡 3 件、高度 0 件、入院 2 件� 給付計　8,705,000

【参考】

平成16年度 9 件 給付金 16,045,500 死亡 4 件 15,000,000
掛金 41,368,880 配当 15,773,490 還付率 38.15%

平成17年度 12件 給付金 21,888,000 死亡 7 件 21,000,000
掛金 41,998,450 配当 12,871,190 還付率 35. 4 %

平成18年度 5 件 給付金 6,705,000 死亡 2 件  6,000,000
掛金 39,210,000 配当 13,592,200 還付率 38. 7 %

平成19年度 7 件 給付金 12,306,000 死亡 3 件 12,000,000
掛金 35,117,700 配当 15,757,280 還付率 44. 9 %

平成20年度 5 件 給付金 3,532,500 死亡 2 件  3,000,000
掛金 37,441,300 配当 12,423,210 還付率 36. 9 %

平成21年度 10件 給付金 14,736,595 死亡 5 件 13,000,000
掛金 36,967,450 配当 12,130,510 還付率 38. 2 %

平成22年度 11件 給付金 16,480,500 死亡 4 件 15,000,000
掛金 31,902,320 配当 11,046,780 還付率 34.65%

平成23年度 6 件 給付金 3,850,000 死亡 1 件  3,000,000
掛金 31,867,670 配当  4,337,950 還付率 13.36%

平成24年度 13件 給付金 33,816,000 死亡 8 件 33,000,000
掛金 30,931,800 配当 10,654,160 還付率 34.45%

平成25年度 2 件 給付金  945,912 死亡 0 件 0
掛金 30,264,600 配当 12,114,990 還付率 40.05%

グ ル － プ 共 済 制 度 給 付 状 況
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金 沢 本 部
７月２日	 広報部会
７月10日	 青年部役員会

・	経営講習会について
・	街路灯清掃について
・	エレキスクールについて
・	他

７月14日	 安全協力会パトロール
７月15日〜18日
	 引込線事業所訪問
７月19日	 第二種電気工事士（技能）講習会

７月20日	 厚生部バスツアー

７月21日	 第二種電気工事士（技能）講習会
７月22日	 本部役員会

１．第一種電気工事士（筆記）講習会
２．その他

７月23日	 高所作業車安全講習会

７月25日	 高所作業車安全講習会
７月27日	 CCZフェスティバル（青年部協力）

７月28日	 青年部経営講習会

各本部だより
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７月31日	 組合安全衛生大会

８月１日	 外線パトロール員教育
８月５日	 外線部会
８月７日	 厚生年金基金説明会
８月８日	 第一種電気工事士定期講習会
８月８日	 青年部役員会

・	家族レクリエーションについて
・	エレキスクールについて
・	他

８月９日	 エレキスクールin金沢

８月12日	 外線部会
８月26日	 外線工事合同パトロール
８月27日	 外線・引込線安全指導員研修
８月28日	 安全部パトロール
８月29日	 通知業者特別教育研修会

８月31日	 第一種電気工事士試験（筆記）講習会

９月１日	 外線施工者事業所パトロール
９月２日	 新加入者教育
９月３日	 引込部会
９月３日	 外線施工者事業所パトロール
９月５日	 外線施工者事業所パトロール
９月６日・７日
	 第一種電気工事士（筆記）講習会
９月８日	 本部役員会
９月８日〜19日
	 無停電機材耐圧試験
９月９日	 外線部会
９月10日	 青年部役員会
９月11日	 外線施工者教育
９月13日・14日
	 第一種電気工事士（筆記）講習会
９月19日	 外線施工者教育
９月20日	 第一種電気工事士（筆記）講習会
９月25日	 北陸連合会配電技能競技会
９月26日	 外線施工者教育
９月29日・30日
	 白山支部計測器照合試験
９月30日・10月１日
	 活線認定教育（外線・引込線）
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能 登 本 部
７月２日	 安全協力会珠洲活動部　安全祈願祭
	 � （於：能登地区）
７月３日	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：七尾地区）
７月４日	 広報委員会（於：県本部）� 委員　他
	 能登電設部会会議
	 安全協力会輪島活動部　安全祈願祭
	 � （於：輪島地区）
	 安全協力会珠洲活動部　安全祈願祭
	 � （於：珠洲地区）
７月７日	 厚生委員会（於：県本部）� 委員　他
	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：志賀地区）
７月８日	 安全協力会七尾活動部　安全祈願祭
	 � （於：羽咋地区）
７月11日	 技術経営部会議　羽咋工業高校第二種

（技能）受験に関わる講師対応について
７月12日	 技術経営部会による羽咋工業高校第二

種（技能）受験に関わる講師派遣
	 � ４名
７月18日～20日
	 第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会
７月24日	 北陸電力㈱七尾支社（営）巡回
	 � 本部長　他
	 キャラバン隊による巡回PR
	 � 輪島市・珠洲市
７月25日	 青年部　一人暮らし高齢者宅無料配線

工事のボランティア活動のための事前
調査� （七尾市役所管内）

７月31日	 第７回　安全衛生大会（於：県本部）
	 � 36名
８月５日	 環境委員会（於：県本部）� 委員　他
８月７日	 厚生年金基金説明会
８月９日	 青年部　小学生５・６年生対象とした

エレキスクール
	 LED親子工作教室：楽しい手作りオ

リジナルランプ� 18名
８月19日	 環境委員会（於：県本部）� 委員　他

８月20日	 安全協力会パトロール� 安全担当委員
８月20日～30日
	 配電工事施工者
	 絶縁用防保護具耐圧試験� 10社
８月29日	 青年部　一人暮らし高齢者宅無料配線

工事のボランティア活動� （於：七尾市）
	 キャラバン隊による巡回PR
	 � 企画広報部員
	 電気設備移動相談所開設
	 �（七尾駅前第２開発ビル「ミナクル」）
８月25日～９月19日
	 計測器等の照合試験及び絶縁防保護具

耐圧試験
８月30日～10月４日（毎土曜日／６日間）
	 第一種電気工事士（筆記）受験準備講

習会� ６名　
９月２日	 事務局会議（於：県本部）
９月３日	 グループ共済説明会（於：県本部）
９月４日	 第一種電気工事士定期講習
	 � （於：七尾サンライフプラザ）
９月11日	 労働保険事務組合事務担当者研修会

（於：金沢）� 事務担当者
９月18日	 定期健康診断
９月25日	 配電工事安全技能競技会（於：富山）
	 � 配電施工者

8月9日
エレキスクール

8月29日
キャラバン隊

巡回PR
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加 南 本 部
７月１日	 第４回執行部会
７月１日～７日
	 全国安全週間

加賀労働基準協会事業場パトロール�
� 加賀支部３事業場

７月２日	 安全祈願祭
本折日吉神社（小松支部）
江沼神社（加賀支部）

７月10日	 高所作業車取扱教育
小松ドーム� 56名受講

７月11日	 電気使用安全月間PR大型看板設置
７月11日	 第１回技術委員会� 16名出席
７月15日～25日
	 第二種電気工事士技能試験講習

８回開催� 15名受講
７月16日	 小松労働基準協会総会
７月23日～24日
	 計測器・トルクドライバー校正試験

� 加賀支部
７月24日	 経営建設研修会� 参加者：12名
	 第一部「�低圧契約の太陽光発電システ

ムについて」
講師：�パナソニック㈱エコソリュー

ションズ社� 中郷　康彦 氏
	 第二部「�平成26年度営繕工事の概要等

について・入札方式の改正等
について」

講師：�石川県土木部営繕課課長	
� 青野　和義 氏　他

７月28日	 第５回執行部会
７月30日	 高校生ものづくりコンテスト・電気工

事部門（県立小松工業高等学校）
審査員派遣　多保田直行技術委員長

７月31日	 第７回安全衛生大会
� 安全管理事例発表　川向　尊 氏

８月１日	 電気使用安全月間PR活動出発式
石川電気安全サービス

８月４日	 重要文化財点検　那谷寺
８月４日	 配電工事活性化効率化説明会（外線）

８月７日	 道路クリーン作戦参加
加賀支部組合員� 12名参加

８月７日	 加賀支部組合員研修会� 11名受講
	 「�スポーツの力で石川をもっと元気

に！～Ｊリーグのある街の魅力～」
講師：�ツエーゲン金沢ゼネラルマネ

ージャー	
� 　西川　圭史 氏

８月７日	 配電工事特別安全パトロール
８月９日	 電気教室
	 「エレキスクールin能美市」開催

能美市内小学生児童63名参加
場所：�寺井地区公民館
� 青年部員17名参加

	 第一部　�電気の安全な使い方や電気の
仕組み、節電について

	 第二部　�工作教室　LED行燈製作
８月９日～10日
	 電気使用安全月間広報白山登山

【台風11号により中止】
８月12日	 厚生年金基金説明会� 12名参加
８月19日～20日
	 圧縮工具圧力試験
８月21日	 組合員研修会　［北陸電力出前広報］　

� 38名受講
	 「�北陸電力グループの現状について」
	 ～志賀原子力発電所の現状他～

講師：北陸電力㈱小松支社長
� 中田　一夫 氏
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８月23日～10月４日
	 第一種電気工事士筆記試験講習

７回開催� 10名受講
８月25日～26日
	 災害疑似体験教育� 21名参加

主催：北陸電力㈱小松支社
８月29日～９月20日
	 加南本部会館外壁修繕工事
９月３日	 青年部　広報・次世代交流委員会
９月５日	 電気使用安全月間ポスターコンクール

審査会
９月８日～11日
	 活線防保護具耐圧試験
９月11日	 第６回執行部会

９月16日	 電気使用安全月間ポスターコンクール
表彰

最優秀賞　�表　凛花さん	
（小松市立今江小学校５年）

９月17日～19日
	 間接活線工具耐圧試験
９月25日	 第21回配電工事安全技能競技会

引込線工事の部　㈲平専電工
９月25日	 秋の交通安全運動

小松市安全運転管理者協議会
交通事故撲滅Ｗフラッグ作戦
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組合員の皆様にはますますご健勝のこととお慶
び申し上げます。日頃より青年部活動に対しまし
て、深いご理解とご協力を賜り厚くお礼申しあげ
ます。

前回の『こうほう』にも書きましたが、一体感
のある活動方針の下、 8 月 9 日に各青年部で地元
の小学生を対象にしたエレキスクールを開催しま
した。元々、加南本部青年部で開催していたエレ
キスクールでしたが、金沢・能登でも取り入れま
した。

何故、この事業を各本部で取り上げたかと言い
ますと、現在、労働者不足が問題になっている中
で、私たちの業界に少しでも興味を持ってもら
い、将来は電気工事業に入ってもらうことを目的
として行っております。何故、小学生なのかとい
いますと、昔は電気屋になりたいと思って工業高
校に入ってくる生徒が多かったそうですが、今は
電気が好きで工業高校に入る人は少なく、なんと
なくという子供が多いそうです。ということは、
高校生に今から興味を持ってもらっても遅いので
す。高校に入る前、つまり、小学校・中学校の時
に電気工事に興味を持ってもらうことが重要だと
いうことです。

だから、この事業を水平展開し各本部で行うこ
とにしました。

まずは、クイズ形式の問題や電気の正しい使用
方法についてパワーポイントを活用して行いまし
た。その後、パナソニック㈱エコソリューション
ズ様のご協力によるLEDを使った行燈作りを行
いました。出来あがったLEDの行燈を見る子供

たちの笑顔を見ると、成功裡に終了したと思いま
す。次年度以降も各青年部で電気使用安全月間の
行事として継続し、定着するように県青年部とし
ても協力していきます。とある小学校の教頭先生
からは「サマースクールの行事としてエレキスク
ールを開催してもらえないか」との打診もありま
した。今後のエレキスクールの発展が楽しみ
です。

さて、一年も残すところあと 3 カ月となりまし
た。来年の事をいえば鬼が笑うと言いますが、青
年部は来年だけではなく、 5 年先10年先のことも
考えております。エレキスクールもその一環で
す。来年 1 月には北陸ブロックの青年部員が一同
に会す『会員大会』を開催します。準備の最中で
まだ決まっていない所もあるのですが、石川県立
工業高校及び金沢市立工業高校の電気科 2 年生を
招いての意見交換会が決まりました。いかに電気
工事業界をアピールし、高校生に我々の業界に就
いてもらうか、彼らの就職に対する不安や悩みを
解消する事が重要と認識しています。労働者不足
が叫ばれており各業界ともあの手この手で若手を
取り込もうとしています。電気工事業界も負けず
若手を取り入れていかなければなりません。労働
者が少なくなると過重労働や施工品質の低下が懸
念されます。青年部が先頭に立ち、よりよい労働
環境、施工の髙品質を追求していきます。

最後となりますが、青年部一同これからも電気
工事業界のために一丸となって頑張っていきます
ので、相変らぬご指導、ご協力を宜しくお願い致
します。 

青年部だより

『未来を見据えて』

県青年部長　　　　　　　

山　内　謙　一
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去る 7 月31日（木）、当組合会館において、来賓の北陸電力㈱様及び組合員など約220名の参加
のもと開催した。

冒頭、米沢理事長からの挨拶後、来賓代表の石黒伸彦北陸電力㈱執行役員・石川支店長より
「需給の厳しい夏季を乗り切るため、確実な安全作業を遂行してほしい」と祝辞を頂戴した。

この後、㈱柚木商事「砂防配電設備工事における安全対策」、鳥畑電気工事㈱「我社の経営方
針、安全・施工品質管理」、㈲川向電機商会「我社の安全管理」の 3 社が安全管理事例を発表し、
石川労働局労働基準部健康安全課の山森課長が安全講話を行った。

最後に、大会宣言を山内謙一青年部長が「全事業所で安全作業最優先の定着を図ると共に、行
動規範を遵守しコンプライアンスの徹底と隠さない風土作りの推進を期することをここに宣言す
る」と参加者と共に強い決意を述べた。

テ　ー　マ：「自主安全管理活動推進による安全作業最優先意識の定着」
スローガン：「安全法令・作業手順の遵守徹底と隠さない風土作りの推進」

第7回 安全衛生大会開催
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《金沢本部》

【事業所名】㈱高崎電設
■所属：金沢本部西部支部
■加入日：平成26年 8 月 8 日
■事業所名：㈱高崎電設
■住所：金沢市専光寺町ツ50- 3
■代表者名：高崎信之
■従業員数： 3 人
■�主な事業内容：電気工事業
■コメント：事業は主に住宅、

店舗、マンションの新築、増改築工事の内線工事を
行っております。これからは、組合員としてルール
を守り、いままで以上に信頼される会社にしていき
たいと努力したいと思っております。今後ともよろ
しくお願いします。

【事業所名】㈱ライフライン
■所属：金沢本部犀川西支部
■加入日：平成26年 8 月29日
■事業所名：㈱ライフライン
■�住所：�金沢市新神田 2 -14-21
■代表者名：山城大助
■従業員数： 7 人
■主な事業内容：電気工事業、
エアコン、エコキュートなど電

気製品の販売及び工事
■コメント：当社は、石川県及び富山県を中心に電気

工事業を行っております。各種電気工事に対応致し
ます。当社に関わるすべての人達にとって必要不可
欠な存在であり続ける。それが社名に込めた思いで
す。

［参考となる事項］
1 ．各班ともTBM-KYをしっかり実施し、作業
指示を与えていた。また、外線班において、班
長の作業指示を聞き逃さないよう建柱車のエン
ジンを低速にしていた。

2 ．交通誘導員が作業者に対し、大きな声で車両
や歩行者の通行を知らせると共に、的確に誘導
を行っていた。

［改善を要する事項］
1 ．作業区画において、車道部分及び車両周辺の
区画はしっかりしているが、歩道部分の区画が
不足している現場が見受けられた。

☆作業範囲の明示及び公衆災害防止の観点か
らも周囲の状況に合わせた区画を設置する
こと。

2 ．作業服のボタンを外したり、銜えタバコで作
業を実施していた班が見受けられた。

☆服装の乱れや態度不良等の身だしなみ関し
ては、当然、注意すべき事項の一つである
ことを自覚し、自制すべきである。

3 ．高所作業車設置時のタイヤの地切りをしてい
ない。

☆高所作業車の地切りは、作業中に車両の安
定を保つために必ず行わなければならない
基本事項であることを認識すること。

新加入組合員の紹介

去る8月7日（木）、配電・安全委員会は、外線・引込線工事の上期特別安全パトロールを実施
しました。パトロール結果については、今後の安全管理や施工品質向上の一助として活用される
ことを願い、各班個別または共通部分においての改善事項を全施工者へ水平展開しました。

平成26年度上期 『配電工事特別安全パトロール』を実施!
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石川県電気工事工業組合「任意労災制度」

全日本電気工事業工業組合連合会「業務災害補償制度」
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７月４日	 �広報委員会
	 ７日	 �厚生委員会
	 18日	 �技術・認証委員会（全日電工連）
	 	 �配電委員会（北陸連合会）
	 22日	 �定例会（石川県電気業会）
	 25日	 �組合加入試験委員会
	 31日	 �第７回安全衛生大会
８月	５日	 �環境委員会
	 ７日	 �配電工事特別安全パトロール
	 19日	 �広報委員会
	 22日	 �全国事務局責任者会議（全日電工連）
	 27日	 �安全指導員研修

９月	２日	 �組合事務局会議
	 ３日	 �グループ共済事務担当者会議（全日電

工連）
	 ８日	 �北電役員と三県理事長懇談会（北陸連

合会）
	 11日	 �事務担当者研修会（全国労働保険事務

組合連合会石川支部）
	 17日	 �三役会議・理事会、電材連幹部懇談会

（全日電工連）
	 26日	 �理事会・代議員会（北陸三県電気工事

業厚生年金基金）
	29・30日	 �活線（近接）作業新規認定教育（第

一回）

組合事務局日誌
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七尾西湾には、シギ類、チドリ類、サギ類、ガンカ
モ類の野鳥が多く観察される。
その他、周辺の湾岸や水田地帯では、コウノトリ、

ミヤコドリ、ユキホウジロ、ツナメガホウジロ等が観
察される。
野鳥愛好家や写真愛好家の方々にも絶好の撮

影スポットの一つとされている。

左より
○ウソ
（古くは人間が吹く口笛の事をオソと呼び、この鳥の鳴き
声が、口笛の様なことからウソとなった。）

○キセキレイ
（セキレイの仲間の鳥で胸から腹にかけて黄色いところか
らキセキレイの名がある。）
○キビタキ
（学名ナルシナ、英語ではナルシッカス・フライキャッ
チャー。ともに「水仙」の意味で人の目に鮮烈に映るかを
物語って名がある。）

（写真提供者　　井平　秀一　様）
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